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2023 

第 159 号 

社会福祉法人たかはら学園 
●障害児入所施設 たかはら学園 

●障害者支援施設 たかはら学園 

●障害者支援施設 たかはら育成園 

●障害福祉サービス事業 生活介護事業所  

デイセンターたかはら 

●短期入所事業所  

  たかはら学園・たかはら育成園 

●放課後等デイサービス Kids たかはら 

●日中一時支援事業所 たかはら学園 

 たかはら育成園・デイセンターたかはら 

〒３２９－１５７３矢板市越畑 226 番地 

TEL 0287-48-0304/FAX 0287-48-1927 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.taka.or.jp 

MAIL：jimu01@taka.or.jp 

●共同生活援助事業所 メゾンたかはら 

 ・メゾンたかはら ・ハニーハイツたかはら 

 ・アップルハイツたかはら 

●多機能型事業所 ワークスたかはら 

   〒３２９－２１６４ 矢板市本町７番２１号 

  TEL/FAX 0287-43-7940 

●矢板市障害児者相談支援センター 

  〒３２９－２１６４ 矢板市本町 7 番 21 号 

  TEL 0287-40-0886/FAX 0287-44-0089  

●こども発達支援センター たけのこ園 

  〒３２９－１５７６ 矢板市石関１２８９－４ 

  TEL/FAX 0287-48-3288 

 

題字 先代理事長 瀬端 利男 

優秀安全運転事業所として銅賞を受賞しました。(R５.3.15) 

  

4年連続受賞ですって。 

みんなで安全運転を 

続けていかないとね。 

表彰のために鹿沼の 

運転免許センターから 

来て下さったんだよ！ 

理事長           大 貫 良 之
自動車安全運転センター 所長

様 
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「
た
け
の
こ
園
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」 

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
た
け
の
こ
園 

園
長 

西 

部 
 

雅 

昭 

塩
谷
広
域
行
政
組
合
が
行
っ
て
き
た
児
童
発

達
支
援
事
業
の
「
た
け
の
こ
園
」
が
令
和
三
年
度

を
も
っ
て
二
十
六
年
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
事
業
は
指
定
管
理
者
で
あ
っ
た
「
社

会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園
」
に
移
譲
さ
れ
、
令

和
四
年
度
か
ら
は
独
自
の
事
業
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
か
は
ら
学
園
は
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
十
二
年
）
か
ら
二
期
十
年
に
わ
た
り
「
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
た
け
の
こ
園
」
を
受
託

運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
「
た
け
の

こ
園
」
の
創
立
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
な
ど
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

「
た
け
の
こ
園
」
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九

八
四
年
）
に
塩
谷
地
区
に
初
め
て
就
学
前
の
障
害

児
療
育
施
設
と
し
て
、
「
矢
板
市
母
子
通
園
ホ
ー

ム
」
の
名
称
で
旧
泉
診
療
所
（
矢
板
市
泉
）
に
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
矢
板
市
母
子
通
園
ホ

ー
ム
は
周
辺
市
町
か
ら
の
利
用
者
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）
に

矢
板
市
、
さ
く
ら
市
、
高
根
沢
町
、
塩
谷
町
の
二

市
二
町
の
施
設
と
し
て
、
塩
谷
広
域
行
政
組
合
に

移
管
さ
れ
、
名
称
も
現
在
の
「
た
け
の
こ
園
」
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。 

民
間
事
業
に
先
駆
け
た
塩
谷
広
域
行
政
組
合

の
児
童
発
達
支
援
事
業
は
、
親
へ
の
援
助
の
重
要

性
か
ら
母
子
の
早
期
療
育
に
重
点
を
置
い
た
親

子
通
園
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
と

と
も
に
家
族
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
変
わ
り
、

共
働
き
家
庭
の
増
加
も
あ
っ
て
、
児
童
だ
け
を
預

か
る
単
独
通
園
施
設
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
指
定

管
理
業
務
を
行
っ
て
来
た
二
期
十
年
は
、
た
け
の

こ
園
の
利
用
が
少
し
ず
つ
減
少
し
、
難
し
い
経
営

を
迫
ら
れ
る
状
況
で
も
あ
り
ま
し
た
。 
 

記事：池田貴子 

今
、
矢
板
市
か
ら
始
ま
っ
た
障
害
児
支
援
は
、

後
に
塩
谷
広
域
行
政
組
合
、
そ
し
て
、
現
在
の
た

か
は
ら
学
園
の
「
た
け
の
こ
園
」
と
し
て
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
か
ら
の
「
た
け
の
こ

園
」
の
新
た
な
出
発
は
、
障
害
児
福
祉
が
益
々
、

重
要
性
を
増
す
今
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
の

実
績
と
経
験
を
も
と
に
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
療

育
の
在
り
方
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
従

来
か
ら
の
運
営
に
と
ら
わ
れ
ず
、
親
子
通
園
や
単

独
通
園
の
目
的
を
十
分
に
発
揮
し
た
う
え
で
、
家

族
の
事
情
に
あ
っ
た
通
園
形
態
の
選
択
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
時
間
の
延
長
な
ど
、
保
護
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
運
営
に
変
更
し
ま
し
た
。
更
に
療
育

の
専
門
性
を
重
視
し
、
個
別
指
導
や
集
団
指
導
を

通
じ
て
今
ま
で
以
上
に
専
門
指
導
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
在
園
児
童
が
併
用
す
る
保
育
園

や
幼
稚
園
な
ど
と
、
療
育
支
援
に
関
わ
る
情
報
を

共
有
す
る
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
児
童
の
全
人

格
的
な
発
達
支
援
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
は
、
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
た
け
の
こ
園
」
は
、

県
北
圏
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
児
童
発
達
の

歩
み
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
継
承
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
多
様
化
す
る
障
害
児
童
の
福
祉
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
専
門
的
な
早
期
の
療
育
と

家
族
支
援
を
両
立
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
差
し
た

児
童
発
達
支
援
事
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

【年間の実施内容】 
・職員に対する研修 
・広報誌の作成(事業所ごと) 
・虐待に関するアンケート 
  年２回→調査・指導 
・不適切事例の検証と 

再発防止策の検討 
・マニュアルの見直し等 

たかはら学園では、利用者の人権を尊重した適切な支援が行われるよう、定期的

に虐待防止委員会を開催し職員の意識向上を図るための研修や調査を行っています。 

一般職員向けの研修は、他部門混合の
２０グループを５日間に分けて実施
しました。パワーポイントで虐待につ
いて学び、その後グループワークで話
し合いの場を持ちました。普段会えな
い他部門職員と共通理解を図ること
ができ、貴重な機会となりました。 



 

競輪選手の方々と 
交流をしました     

一緒に写真を撮ったり 
頂いたケーキを食べたりと 
とても充実した時間を 

過ごすことが出来ました  

 

記事：荒井 春弥 

記事：天野 裕美 

              12月 10日               

サンタさんとトナカイがプレゼント

を届けてくれました      

美味しいご飯とケーキを食べて 

楽しいクリスマス会になりました      

クリスマス会 
 

日本競輪選手会栃木支部から、山口
やまぐち

貴弘
たかひろ

選手・江連
え づ れ

和洋
かずひろ

選手・小池千
こ い け ち

啓
あき

選手・塚本
つかもと

勝士
か つ し

選手・佐藤
さ と う

悦夫
え つ お

選手が来

てくださいました！質問などにも答えて頂きました♪ 



                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                         

                                                                      

 

 

 

 

 

 

成人の祝い 

 
新年会 

食事 

 

 

記事：森 康繁 

 

節分          

リモート形式で、部門ごとに新年会を開催

しました。各種表彰や、成人のお祝いを行

い、和やかな雰囲気で、式が行われました。 

スライドショー 

 
各種表彰式 

 

健康優良賞 

美味しいよ♪ 

１年元気に過ごせました 

部門ごとに節分余暇を行い、

         鬼を外に追い出すことが

出来ました☺ 

皆様にたくさんの福が訪れ

ますように☆彡 

デイセンターは、感染症拡大に
より節分余暇が延期となってし
まいましたが、あすなろ・あかし
や・まろにえで、デイセンターの
鬼も追い払いました  

スマイルムービー 

記事：相馬 杏香 

 

お刺身が嬉しい♡ 



中山本部事業部長 

矢板市商工会では、労使相互の信頼と協力によ
り事業所と地域商工業の発展に寄与することを
目的に毎年会員事業所従業員の表彰式を行って
います。今回、社会福祉法人たかはら学園は 9 名
が受賞しました。     矢板市商工会館で行われた、
第６１回優良従業員表彰式には代表として中山
部長と大谷副主任が出席しました。 
≪矢板市長表彰≫ 
・中山訓安 
≪栃木県商工会連合会長表彰≫ 
・岩渕元一・池田貴子・塙亮平 
・手塚京子・五味渕拓也・大谷友宏 
・山口てる子・久保井由紀 

大谷副主任 瀬端理事長 

今回は各居室での待機から1次避難のホールに集まり人員確
認をするところまでを実施しました。日中の訓練と違って職
員人数が極端に少ない為、安全に避難するのには沢山の課題
があることがわかりました。今後も訓練を続けながら、確認
や対策の検討を続けていきます。 

  

     

 

 

 

   

春季余暇体験活動 

夜間想定避難訓練 

 

 

優良従業員表彰 

3 月 8 日（水）、夜間に食堂厨房から火災が発生した設
定で避難訓練を行いました。今回は日中の時間帯に行い
ましたが、実際の夜間帯の(少ない)職員配置で避難誘導
を行い、見守り職員を数名つけて実施しました。 

夜間想定のため、
利用者の皆様には
各居室で待機して
もらいました。 
(通常の訓練では、
最初に集合して 
人数確認を行って
います。) 

2023 年 3 月 15 日（水）春季余暇体験活動を行いました。 
今年も佐滝文具店様にご協力・ご来園いただき、利用者
さんが買い物体験を行いました。部門ごとに少人数のグ
ループで順番に体育館に行き、お財布と相談しながら買
い物を楽しんでいました！ 

レジ・袋詰め 

 どうぞ 

佐滝文具様にレジをやって頂きました 

買い物かご 

お買い物エリア 

買い物コース 

記事：須田秀斗 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事：相馬 杏香 

競輪選手との交流会 

新

年

会

         

クリスマス会      

一泊旅行 成人班 

なかが和苑に宿泊しました☺ 

節分          

皆、元気に過ご

してします  

サンタさんが 

来ました               

楽しく行事や余暇に参加してしま

す。今年もよろしくお願いします！ 

 

短時間外出 

2/20.21 

一泊旅行 
ひな祭り余暇 

誕生会 

クラブ(音楽) 

２月６・７日 

2 日目の帰りにはセブンイレブンで買った昼食を、Caféたかはらで食べました★ 

 
久しぶりの外泊、

楽しかったよ～ 

いただきまーす 

 
プレゼント 

もらったよ♪ 

ドライブがてら好きな食べ物を買って帰り、食べました 

なかが和苑に泊まり、帰りに龍門の滝を見てきました 

記事：菊地 恵里 



 

お正月 

記事：荒井 春弥 

記事：森 康繁 

 

誕生会 

 

書き初め 

 

作業(落ち葉掃き) 

 

 1 月下旬にコロナのクラスターが発生してしまい、

関係者の方々には、ご迷惑・ご心配をお掛け致し、誠

に申し訳ありませんでした。幸い、大事には至りませ

んでしたが、今後、この教訓を活かし、より安全に利

用して頂けるように努めて参りたいと思います。 

運動・クラブ 

 

市内の塩釜神社へ行ってきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ご寄付・ご寄贈・ボランティア(12月～3 月) 

今年度もたくさんの方々から、様々なかたちでご寄付・ご支

援をいただきました。皆様方からの心温まるご支援・ご寄付

は、利用者様、職員にとって、大きな支えとなっています。

ありがとうございます。 

 

たかはら抄 

【編集後記】          広報委員長 池田貴子 
 桜の開花時期が近づいてきました。世間ではマスク
の着用が個人の判断となり、様々な規制もゆるやかに

なってきたように感じます。とはいえ法人内では今後

もマスク着用を継続し、感染予防に努めて参ります。

次年度は行事に関しても少しずつお客様をお招きで

きる機会が増やせることを期待したいですね。新たな

スタートに向けて、広報誌からもより良い情報発信が

できるよう準備を進めていきたいと思います。 

池田貴子・須田秀斗・青野紀子・石川佑季子・田口
苑花・田中夕里亜・相馬杏香・天野裕美・江面良美・
菊地恵里・荒井春弥・青木政裕・森康繁 

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、保護者様や地
域の方々をお招きしての交流行事は当面中止とさせていた
だいております。 
また、施設内で実施する行事につきましても、感染症対策

を万全に行って、分散・少人数で実施しております。 

記事：青野紀子 

 

安沢ほほえみ会の渡辺様・木下様 

１月 27日に、デイセンター利用者、グループホーム利用

者からコロナの陽性者が確認されました。その後、2 月 4

日まで連日陽性者が確認され、デイセンターが通常再開で

きた 2 月 13 日までの間に、デイセンター11 名、グルー

プホーム 14 名、職員 8 名、合計 33 名の大規模感染とな

りました。幸い、重症化した方はいませんでした。 

これまでも、施設では、全職員、就労者、学生に対し、月・

水・金と定期的に抗原検査を実施してきたほか、少しでも体

調に異変がある利用者や職員に対しては、都度、速やかに抗

原検査や PCR 検査を行い、感染拡大の防止に努めてまいり

ました。 

それにもかかわらず、今回の感染を防げなかったのは遺

憾でなりませんが、グループホームやデイセンターならで

はの課題や対策を再発見でき、貴重な教訓を得ることがで

きました。 

今後はインフルエンザにも十分注意しながら、引き続き

感染対策に努めて参ります。 

ご心配をおかけした関係方々に深くお詫び申し上げます

とともに、ご理解とあたたかいご支援をいただきましたこ

とに、心より感謝申し上げます。 

理事長よりお年賀贈呈 

渡辺様より 

りんご・焼菓子 

小野崎様より銀杏 

1月下旬から 2月初旬にかけて当施設で確認された 
新型コロナウィルスの感染について 

静養棟の病床 

卒業おめでとうございます 3.10 


